












 
研究要旨：学校事故の重症度別の発生状況の概要を把握するとともに、どのような対応が

必要かを明らかにする目的で本研究を行った。医療機関の受診が必要となる中等度から重

度の事故の背後に、多くの日常的な軽度の障害が発生している状況が明らかになった。校

種別では（１）小学校は事故そのものの発生が多く、その大部分が日常的な軽度の障害で

ある。（２）中学校では緊急性が高い重度の事故など重症度の高い事故や日本体育学校健康

センター届出が多い。（３）高等学校は事故そのものや緊急性が高い重度の事故の発生が少

ないことが明らかになった。小さなけがを軽視せず安全教育や安全管理を充分に行うこと、

日常的な軽度の障害も含めた事例の分析を行うこと、また、事後対応を充実させるために

判断力や手技などの養護教諭の救急処置能力をより一層向上させること、学校安全計画の

立案などにおいて小中高の各段階における事故の特徴を考慮に入れることが必要である。 


